
１．概要
１７ＪＥシリーズの結線方法について下記に示す。

２．適用範囲
１７ＪＥシリーズのフードに適用する。

適用ケーブル径

注．ケーブルにブーツを被せたとき、隙間が多い場合は収縮チューブ等で隙間をなくして
使用することを推奨します。（９芯はブーツはありません）
要求条件：ケーブル保持力　８ｋｇｆ以上

３．結線方法

①ケーブル切断
ケーブル切断寸法＝Ｌ＋｛（１５＋むき出し寸法）×２｝
Ａ寸法：ピンコネクタ・・・４４．９ｍｍ

ソケットコネクタ・・・４５．１ｍｍ

②ブーツ装着（９芯はブーツはありません）

③外被シースむき出し
＜むき出し寸法＞

シールド編組を傷つけたり、切断しないように注意してください。

①シールド編組切断
ブーツを外被シース切断位置までずらして、
シールド編組をケーブル側に折り返したとき
１０～１２ｍｍになるようにシールド編組を切断してください。
９芯はブーツはありませんので、直接編組を折り返してください。

②銅箔テープ（幅１３ｍｍ）を１.５巻きしてください。
テープの外側にシールド編組が出ないように注意してください。

注．ケーブルにブーツを被せたとき、隙間が多い場合は
収縮チューブ等で隙間をなくして使用することを推奨します。
要求条件：ケーブル保持力　８ｋｇｆ以上

①芯線むき出し
左図のように絶縁物を残しておき、予備はんだのとき
よじりながらとってください。
芯線に傷をつけたり、切断したりしないよう注意してください。

②予備はんだ
はんだゴテまたは、はんだ槽で芯線に予備はんだしてください。
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調査
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作成

９芯はブーツがない旨のコメントを追加 山崎 増山 増山 5/2
銅箔テープ幅修正（１２mm→１３mm） 花岡

承認・日付
-

吉見 石井4/14

標準フード 細径フード
φ7.5以下 φ5.1以下
φ8.0以下 φ5.7以下
φ9.0以下 φ6.6以下
φ10.5以下 φ7.4以下

φ9.0以下
-

芯数
ストレートフード

φ8.0以下
-

Ｌ型フード
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３．結線方法

①コネクタを左図のように水平にセット（固定）します。

②コンタクトのソルダーカップ部分に、はんだゴテで
予備はんだを行います。

③熱収縮チューブを芯線に装着します。

④各コンタクトへ芯線をはんだ付けします。

⑤熱収縮チューブをコンタクトに被せてジェッターで加熱します。
熱収縮チューブが完全に収縮しているか、
また装着が完全であることを確認してください。

①フードＢを下に置き、銅箔テープがフードの外へはみ出ない
ように注意して、クランプをのせ、ねじを締め付ける。

締め付けトルク［Ｎ・ｍ（ｋｇｆ・ｃｍ）］
９芯（Ｍ２ねじ） ：０．１７６～０．１９６（１．８～２）

その他（Ｍ３ねじ） ：０．２９４～０．４９０（３～５）

②コネクタをフードに組込み、嵌合ねじをセットする。

③芯線を挟み込まないように注意してフードＡを被せ、フードＢに
ナットを入れ、フードＡ側からねじを挿入し、締め付ける。

締め付けトルク［Ｎ・ｍ（ｋｇｆ・ｃｍ）］
９芯（Ｍ２.６ねじ） ：０．１９６～０．３９２（２～４）
その他（Ｍ３ねじ） ：０．２９４～０．４９０（３～５）
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